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研究速報

頼粒球エラスターゼ (polymorphnuclear leukocyte

elastase,PMN‐E)は ,強 力なライツゾーム ・プロテ

アーゼであ り,大 手術後の敗血症の発症や重症度の指

標である1)。われわれは,食 道癌根治術前後の PMN・ E

を測定し,そ の変動要因を検討した。

方法 i症例は胸部食道癌12例で,平 均年齢68.5歳,

全例に右開胸開腹胸部食道全摘胸壁前食道目吻合術を

施行し, 7例 に頭部 リンパ節郭清術 (頭郭術)を 施行

した。平均の手術時間は578分,出 血量は1,356mlで,

肺炎,呼 吸不全を術後各 1例 に認めた。術前,術 後 1,

3, 7,14病 日に採血し,PMN‐ E,末 浦白血球数を預J

定 し, この値 と手術時間,末 檎白血球数との関係を検

討 した。 6 Tpllに術当日より4病 日までウリナスタチン

(US)30万単位/日を投与した。各病日のPMN‐ E値 を

US投 与の有無と,頸 郭術の有無により比較検討した。

PMN‐ Eは ,EIA法 で測定し,正常値は21～165μg/1で

あった。

結果 :PMN‐ Eは ,術前140″g/1であったが,1病 日

817/g/1と最高値を示した。末補自血球数は,術前,1,

7病 日それぞれ5,635/mm3,9,216/mm3,7,666/mm3

であった。1病 日のPMN‐E値 と手術時間(r=o.086),

術中出血量(r=0.026)と相関がなく,全 病日でPMN‐

Eと 末精白血球数の間に相関 (n=60,r=0.378)を 認

めた。US投 与群では,PMN‐ Eが 1病 日で705±66μg/

1で,非 投与群の929±19彰g/1に比し低値(p<0.05)

であったが,他病日では差がなかった。頭郭術例では,

1病 日で864±203″g/1と非施行例の743±103/tg/1に

比べ高値傾向を示した。

考察 :PMN,Eの 術後上昇,頭 郭例の高値傾向およ

びその末浦白血球数との相関から,手 術による挫滅組

織や創部汚染菌に対し好中球が局所に集積しPMN‐E

が放出され,そ の血中濃度が上昇したと考える。すな

わちPMN‐ Eは ,手 術侵襲の大きさを示唆する有用な

食道癌術後の頼粒球エラスターゼの変動とその要因

添田 耕 司  小 野田昌一  磯 野 可 一

（
０
卜
留
じ

“ｏ
＞
ｏ
一
０
”
爵
ャ
リ
０
一０
，

２
Ｅ
Ｅ

Fig. Correlation between leukocyte cell count and
PMN-elastase level

指標 と思われた。PMN‐ Eは ,蛋 自分解酵素阻害物質

(PI)とcomplexを 形成し,網 内系で処理されるの.術

後の網内系機能低下 と,PIの 消費および活性酸素によ

るその不活化により,PMN‐ Eが 過活性化 し組織障害

が生じ,さ らに PMN‐ Eの 産生が増加したと考えてい

る。PMN‐ E/末浦白血球数は, 1病 日では0.05以上で

あ り好中球の PMN‐ E放 出能の元進を示唆 している。

PIで あるUSの 術後投与によ りPMN‐ Eの 産生量が

直接的に減少するとは考えないが,US投 与により過

放出の悪循環を阻止 し,結 果 として 1病 日の PMN‐ E

値 が低下 した もの と考 えてい る。この USに よる

PMN‐ Eの 過放出の減少は,PMN‐ Eに よる遠隔臓器

障害に対する予防に有効ではないかと推察された。
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